
人
投

い
ま
、
自
治
会
や
町
内
会
合
}
中
心
に

N
農
林
省
果
出
向
試
験
場
移
転
跡
地
を
市
民
の
手
に
μ

と

大
署
名
遂
動
、
か
繰
っ
広
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
別
名
揖
肢
は
別
跡
地
と
い
わ
れ
る
こ
の
采
樹
試
験
場
は
、
小

学
校
二
十
二
校
分
の
高
出
演
に
相
治
す
る
約
一
一
一
十
七
万
千
方
げ
の
広
大
ん
は
敷
地
を
騰
し
て
い
主
す
。
市

は
昭
和
四
十
七
年
に
、
こ
の
械
設
が
閣
議
決
定
と
し
て
筑
波
町
例
究
パ
子
留
都
市
に
移
転
す
る
こ
と
が
決

定
さ
れ
る
と
問
符
に
、
こ
こ
を
市
民
の

F
に
取
り
も
ど
し
て
、
総
授
か
な
都
市
公
開
闘
や
学
校
な
ど
の

公
益
施
設
に
ふ
り
む
け
て
も
ら
お
う
と
、
開
閉
と
共
に
国
に
働
き
か
け
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
閣
に
お

い
て
は
、
飽
の
移
転
機
関
〈
九
省
庁
関
十
三
機
関
〉
も
含
め
て
決
定
す
る
関
係
も
あ
っ
て
い
ま
だ
に

結
論
が
出
き
れ
ず
、
一
部
に
は
民
間
払
い
下
げ
の
声
も
閉
山
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
し
た

が
っ
て
市
民
の
儲
か
ら
は
「
こ
の
際
、
留
に
早
期
払
い
下
、
け
を
求
め
る
響
名
運
動
を
篠
田
向
す
べ
き

だ
」
と
い
う
気
運
が
感
り
上
が
り
、
{
呂
代
商
工
会
議
所
会
議
を
座
長
と
す
る
市
民
運
動
を
行
う
た
め

の
発
起
人
会
で
検
討
さ
れ
た
結
果
、
こ
の
た
び
市
民
各
務
団
体
か
ら
の
代
表
者
に
よ
る
「
農
林
容
果

樹
試
験
場
移
転
跡
地
篠
保
促
進
協
議
会
」
が
発
足
し
ま
し
た
。
そ
し
て
市
民
総
ぐ
る
み
の
大
運
動
と

し
て
、
十
万
人
の
署
名
集
め
を
行
う
こ
と
に
決
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

閉
ま
し
い
の
で
、
一
部
に
市
民
ス
ポ
な
る
「
捜
弦
宵
果
樹
一
部
験
場
移
転
跡
地

T
Y信
網
そ
配
躍
し
た
都
市
公
慰
と
確
保
促
進
協
議
A
M
」
で
す
。
協
議
会
は

し
て
酷
講
ず
る
す
で
に
一
一
回
開
揮
さ
れ
、
市
民
運
動
の

す
で
に
と
承
知
む
よ
う
に
、
突
樹
誌
年
九
回
従
事
へ
白
人
口
過
度
第
中
二
、

ζ
の
地
雲
母
む
学
区
内
は
沼
産
趣
喜
重
ま
っ
て
、
大
蔵
背
へ
被
情

験
場
は
平
車
駅
か
、
b
北
へ
約
一
e

五
J

宇
品
躍
和
す
る
た
め
、
焼
成
市
街
地
に
お
生
徒
枝
一
が
急
増
し
、
学
校
施
設
の
轄
す
る
疋
泊
四
十
万
人
の
署
名
遮
動
が
、

M

州
、
徒
揖
で
約
二
十
分
と
い
う
市
の
向
【
〈
乙
と
を
必
要
と
し
な
い
こ
ι

れ
ら
瓶
投
備
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
む
で
、
公
十
一
月
γ
日
を
百
棟
に
行
わ
れ
て
い
る

ら
部
に
位
捜
し
て
い
ま
す
。
そ
の
敷
地
白
察
団
移
転
手
議
討
し
、
尽
の
岳
究
機
関
問
掲
の
北
側
に
市
立
中
学
校
お
よ
わ
け
で
す
。

は
、
同
じ
農
林
告
の
捜
索
技
術
砕
究
所
援
を
還
に
襲
約
す
る
な
ど
の
社
聞
を
話
通
草
署
否
認
用
地
一
方
、
協
議
会
席
上
で
も
平
均

な
ど
儲
の
農
業
研
幹
雄
腐
を
合
的
て
一
一
一
発
表
し
て
い
ま
す
。
ヂ
時
保
す
る
人
の
襲
名
が
嘗
ま
れ
ば
同
の
考
え
方
、
が

土
u
万
四
百
一
平
方
M
M
も
あ
り
ま
ナ
。
し
た
が
っ
て
平
器
市
は
二
一
一
十
六
年
と
い
主
婦
提
案
廷
し
て

A
ア
八
警
白

r
rが「
ζ
む
葉
、
関
が

ま
車
内
に
は
予
の
樹
木
が
植
え
ら
以
来
、
震
試
警
の
霊
と
そ
れ
に
年
十
月
1

大
警
の
翼
封
建
喜
平
よ
い
返
事
宣
言
な
か
っ
た
ら
ど
コ

れ
、
ナ
シ
や
モ
モ
、
ク
リ
J

、
ヵ
レ
ィ
、
グ
と
も
な
だ
っ
跡
地
利
用
に
つ
い
て
、
尽
白
請
す
h
筑
波
移
転
隣
地
小
番
員
会
に
援
出
す
る
の
か
」
な
ど
「
さ
ま
ざ
ま
な
栓
見

付
つ
な
ど
の
広
大
な
果
樹
闘
が
広
が
つ
情
報
を
得
な
が
ら
県
と
堅
持
を
重
ね
て
い
た
し
ま
し
十
、
が
出
さ
れ
て
い
手
ぶ
句
し
か
し
こ
れ

て
い
ま
す
。
先
日
、
境
内
室
見
学
さ
せ
き
ま
し
た
が
、
間
十
七
年
一
に
移
転
が
疋
そ
の
後
、
石
油
シ
ョ
ッ
ク
で
閣
の
開
ら
h
一
運
動
は
速
効
薬
的
な
溺
沼
町
を
期
待

て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
み
の
D
裂
を
式
に
さ
ま
る
と
、
い
ち
~
鳴
く
芸
員
体
政
事
情
に
変
化
が
生
じ
た
と
は
い
え
一
、
ず
る
こ
と
は
立
y
p
uい
も
白
ゼ
7
9

安
井
市
南
望
書
室
に
鰭
や
〈
罰
的
な
利
用
量
毒
討
し
五
十
年
度
移
転
が
五
十
一
一
年
度
に
延
期
協
議
会
色
合
長
で
も
あ
る
加
藤
市
長

ん
ぼ
を
な
が
め
て
い
る
と
H

子
併
た
ち
っ
す
ぐ
れ
た
自
然
環
墳
を
生
か
し
、
さ
れ
、
跡
地
知
用
の
計
劉
は
、
平
壌
市
は
「
平
寂
市
と
じ
て
は
、
島
田
火
薬
離

と
い
っ
し
ょ
に
!
一
日
中
走
り
白
っ
℃
甲
塚
市
民
八
世
誌
の
憩
い
の
場
と
し
て
氏
自
期
待
と
は
嘉
腹
に
い
ま
だ
に
結
論
が
あ
っ
た
か
ら
乙
そ
大
押
襲
伊
受
け
、

み
た
い
な
あ
M
M

と
い
う
気
持
が
わ
い
℃
公
開
聞
的
利
市
を
は
小
る
こ
と
が
最
も
が
出
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

G

モ
し
て
何
百
人
に
近
い
市
民
が
暁
死
し

き

ま

し

た

。

市

内

家

出

め

七

割

ヂ

品

問

先

ず

る

と

い

う

と
む
よ
う
に
番
号
日
験
場
は
震
の
れ
H
V」

3
i
¥へ
ノ

箆

ヨ

ゴ

妥

禁

漁

抑

制

大

桔

mup去
っ
て
い
る
。
一
一
完
市
民

懇
い
の
壌
と
し
て
毒
自
環
境
で
あ
る
官
主
プ
メ

zj/レ
3
4
8
mイ
芸

よ

護

霊

に

と

っ

て

、

ζ

の
よ
っ
に
実
な
か
か

と

同

時

に

、

公

害

か

ら

市

民

を

守

る

だ

わ

り

あ

い

者

持

っ

と

白

土

地

炉

、

民

間

出
荷
街
地
に
残
さ
れ
た
唯
一
の
緑
地
で
と

ipレ
た
状
態
を
打
協
す
る
に
は
と
の
よ
フ
な
土
地
宍
い
芸
3

ら
に
ヱ
晴
樹
に
で
も
♂
払
い
下
げ
ら
れ
た
ら
と
ん
で
も

あ
旦
ま
た
災
害
時
白
蝶
難
埼
所
と
し

P
し
た
卑
ホ
い
か
ロ
県
・
市
と
も
に
い
や
住
宅
な
ど
に
転
用
さ
れ
る
ζ
と
は
好
な
い
乙
と
だ
。
乙
れ
が
市
民
感
情
で
あ

て
の
オ
ー
日
ブ
ン
ザ
ハ
ベ
1
円
以
と
し
て
、
本
ぐ
た
ぴ
か
協
議
を
重
ね
る
う
ち
、
た
ま
し
〈
な
く
、
平
境
市
民
を
は
じ
め
広
ろ
う
。
と
の
署
呂
運
動
の
一
議
白
上
が
D

た
ち
に
と
っ
て
必
要
欠
〈
C
と
白
官
、
き
だ
単
に
行
政
ず
イ
い
へ
で
の
折
衝
に
終
始
ぐ
県
民
自
た
め
の
恕
の
施
設
と
し
て
関
に
よ
っ
て
時
憤
官
市
担
保
し
た
い
が
、
い

な
い
貴
重
な
場
所
で
も
あ
り
ま
す
や
ロ
じ
て
い
て
よ
い
の
か
と
い
う
疑
念
が
濁
放
さ
れ
な
け
れ
ば
な
D
ま
せ
ん
。
そ
の
ず
れ
に
し
て
も
民
間
に
は
静
d

刈
に
払
い

l
j

い
て
き
き
た
。
そ
し
て
市
議
会
あ
る
た
め
に
は
全
震
の
地
妻
、
喝
を
は
下
げ
な
い
と
い
急
止
め
に
し
た
い
」

時
抗
引
は
市
民
白
間
か
ら
、
「
果
樹
試
験
場
じ
め
財
団
惜
民
漢
に
強
〈
訴
え
!
跡
地
を
と
も
そ
の
決
意
を
設
問
し
て
い
幸
丈

都
市
公
欝
や
草
地
は
}
悼
と
つ
な
る
白
を
ま
た
確
保
す
る
こ
長
室
と
な
り
手
。
議
ぎ
と
な
が
ら
、
市
議
も
、

「
市
民
自
た
め
白
川
以
閤
叫
昨
日
地
と
し
て
生

J
手

t
y

と
れ
ま
立
続
け
て
き
た
遵
動
を
さ
ら
に

学

校

な

ど

に

か

す

た

臣

、

市

民

運

動

を

や

ろ

喜

一

一

積

極

的

に

積

み

重

ね

て

い

〈

震

で

い

一

一

は

な

い

を

と

い

主

あ

聞

か

れ

雲

市

島

の

力

で

ま

了

。

ζ
の
J

万
人
の
署
名
章
、
ぁ

民
事
官
作
も
た
つ
に
な
白
ま
し
た
e

ら
由
る
運
動
む
一
環
よ
じ
て
、
た
戸
車

と
白
書
試
験
場
が
、
昭
和
五
ア
年
そ
も
言
こ
白
果
樹
試
験
君
、
か
無
償
確
保
を
に
行
政
書
室
持
じ
て
い
る
間
警

度

ま

で

に

葉

県

の

筑

襲

警

襲

っ

て

第

二

一

重

火

露

む

よ

う

)

の

時

引

は

な

い

点

在

自

に

理

一

解

し

て

も

ら

勺

市
に
帯
転
ナ
る
ζ

と
が
き
ま
っ
た
の
は
一
部
で
あ
具
終
戦
直
母
L
平
翠
巾
が

F
す

i
w

臨
地
縫
回
開
白
上
で
犬
い
に
役
立
つ
も
の

間
的
問
自
主
μ
年
五
月
の
こ
と
で
す
。
大
空
聾
を
受
け
や
f
宣
謹
白
品
原
容
一
一
な
っ
と
の
よ
ラ
な
背
景
色
も
と
で
生
ま
れ
と
臨
寧
レ
て
い
ま
7
a
市
民
の
皆
さ
ん

と
れ
よ
b
さ
き
、
留
は
昭
利
一
一
一
十
六
だ
い
わ
く
あ
益
場
所
で
あ
D
ま
7.
乙
た
む
が
、
一
一
一
十
五
入
田
市
長
代
表
か
、
b
の
む
協
力
を
お
楠
闘
い
し
ま

7。

ノレ}

例

ν
V
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溜るよ

十
一
月
二
十
一
一
一
百
は
「
勤
労
路
謝
ペ
テ
ラ
一
Y
J
V
全
民
農
霞
級
品
評
会

の
日
一
@
勤
労
を
尊
び
生
沼
田
を
祝
い
に
米
を
出
品
し
幾
林
大
臣
簡
を
受
け
、

同
氏
が
友
い
に
感
謝
し
ム
ロ
う
日
と
さ
た
む
を
は
じ
め
、
県
白
E
即
時
計
会
で
も
「

れ
て
い
る
。
戦
前
は
新
嘗
祭
(
に
い
た
び
た
び
優
秀
簡
を
受
け
て
い
る

b

な
め
さ
む
の
目
だ
っ
た
。
天
宗
そ
ζ
で
本
年
度
の
家
約
四
茶
室

新
設
を
神
に
さ
さ
げ
、
何
色
も
食
7
耕
苧
乙
じ
て
准
挙
宇
A
た
わ
け
だ
ゅ

一
ま
た
跨
沢
民
は
“
米
の
熊
ち
ゃ
ん
H

S
と
い
う
一
一
ッ
ク
丸
1
ム
を
持
毛
田
向

↑
在
、
加
仔
込
町
生
産
相
組
合
長
で
あ
高
。

さ
て
、
秋
晴
れ
の
十
月
七
百
、
事

耕
旧
の
按
極
祭
(
白
い
ほ
さ
い
、
稲

刈
b
の
こ
と
)
が
行
わ
れ
だ
こ
の

幸
一
耕
同
む
耕
傍

ιは
地
売
の
告
団
長

援
組
合
連
合
会
や
広
川
川
地
民
の
生
産

田
川
係
、
そ
む
L
中
審
議
む
皆
吉
ん

が
金
額
的
に
協
刀
し
て
い
る
。
六
月

事
耕
白
に
植
え
ら
れ
た
品
語
は

「
武
蔵
」
と
い
う
米
で
あ
る
。
本
県

で

whu出
さ
れ
、
式
尽
の
半
ば
か
ふ

る
祭
り
だ
っ
た
と
一
般
に
浬
解
さ
れ
揮
下
に
広
王
作
品
川
守
口
れ
た
由
緒
あ

て
い
る
。
臨
時
業
渇
で
あ
る
日
本
は
、
る
品
種
で
あ
る
。
現
在
市
内
に
多
く

十
一
月
は
稲
作
収
替
が
都
了
し
て
一
回
国
M
bれ
る
ア
キ
ニ
シ
キ
ゃ
日
本
晴
よ

白
神
に
感
謝
す
る
月
で
も
あ
る
。
り
は
二
十
日
7
4
長
〈
、
到
吹
か
心
配

金
泊
中
学
校
か
ゑ
一
同
へ
約
一
一
耳
目
封
さ
れ
た
が
、
今
回
の
荻
穏
祭
の
と
き

の
と
ζ

ろ
に
、
幸
一
U
M
M
D
K誕
地
万
四
十
五
度
ぐ
ら
い
の
な
ぴ
き
で
名
矢

沢
の
春
岳
山
か
ら
い
た
だ
引
た
援
の
共
に
黄
金
白
挫
弘
ゲ
呈
じ
て
い
た
。

白
木
に
「
御
国
摘
式
斎
白
」
と
塞
こ
棚
田
鵠
式
か
ら
闘
か
月
、
各
樹
立

ん
鮮
や
た
L
書
か
れ
た
田
ん
ぼ
が
あ
不
作
の
声
帯
品
聞
く
中
京
事
い
本
県
は

る
。
昭
和
五
土
霊
の
新
裏
献
台
風
か
ら
も
逃
れ
た
。
抜
穂
誇
神

加
盟
事
耕
田
明
、
作
長
(
古
〈
お
吉
、
事
が
、
市
長
を
は
じ
め
多
く
の
農
薬

罪
者
の
こ
と
〉
は
広
川
の
繋
正
関
偶
者
室
内
玄
守
中
で
、
肢
か
に
終

次
民
で
あ
る
e

7

L

た
こ
レ
C
ほ
、
奉
耕
者
は
も
ち
る

鱒
沢
民
は
、
耕
地
布
団
積
百
六
十
プ
ん
白
こ
と
関
係
者
一
問
、
共
に
軒
、
伝

?
ん
を
有
す
る
ζ
の
道
二
十
五
年
の
忘
れ
樽
ぬ
描
動
官
あ
っ
た

9



犬の放し童話いはやめよう

犬は足も斑も放し飼いを禁じられてい

る。必ず安全な場所へつないで飼いまし

ょう@

時1渓相談宣言/市役所管(22)17∞ 
一般法揮招日炎・毎月第2火曜日・ 13時-16待仁人数倍民民有) 11月日百

人擢主主緯相談・毎月第1土腫臼 .13時-1日時 11月 6臼

行政苦情つ相談・毎月第1土畷母・ 13時-16時 11月 6日

差是認相談 ・ 毎 月 第2金曜自・ 13時 -16時 11月128

宅地建物相談・毎月第4火曜日・ 13時 -16時正人数制限有)10月2u日

発明考案 f特許2松談・毎月第2月躍日・ 10時-1日時 11月 S包

τ讃攻守在堅固あっせん@毎月第3木曜呂13時-1任時 10fl218・11月四日

消費生活籾談・宰お車水瀬田 '1自縛-151持

青少年相談・平沼、車時-1自時・常設〈膏少年課〉

教育研究再荷額談窓曹(3D飽号車
重量育相談岳舟覇軍8-虫機B・9時 -1関そp

m 

一
※受付{卦自談開始時務から

祭渓穏談窓/湖F草地区行政セン5'-曹(22)2711 
<>法捧相談毎月第2第 3金曜日間時-16碍〈受付8時半、電

話でも可〉そ白地、毎月教宵椙談、交通事故相談、内職相談、

高齢者職業相談苦行っています。

<>巡回県民相談 10月22日13時-18時平車駅北口交番前

E相談は法律相談、教育相談交遂事故棺談、県政一般相談

など〉

議役会鎗内相談皇室智(33)お33
，c，，!sむと相談・毎週月曜日〈欝5を徐<)13~寺-15時

偲 子 相 談 ・ 平 日 、 B時 -15時30分・常設

家庭，Il蒙相談・平図、 B時 -16時，常設

高齢者職業相談・平臼 B時 30分-16持・常設

結婚指談・毎週日摺日10時 -16時



緑化月間中の主な行事 (10rJ25円、 1lil211U

<0公共用地鰐化若木配布 10月25臼 八幡山公圏内

IJ、苧問、幼格問、耐荷i溺専の:J_:、 J t;; IJ庖ぷや~ ，{己モラノレI，i:体・

緑化協力L~iHみに苗木の配布をナる。間ノロ， 3∞々三「イヌニYゲ、あ
じさい、くちなし、アオキコ、草才臼， 800本Lマ Jノ ゴールド、

車ち品、葉ぼたん、 IJ，苅〉、球倒1， 6ω 的 ~J ツプ、スk

llil、ヒ干シンス〉を子定している。

心学技花壇コンクーA用苗木配布 10月258 八幡山公麹内

<0宇佐花壇コンクーノレ 11月 2臼 各学技

今年で4印Idをj担えたコ、/クーノ:-o高庇(j:， "¥'1.知的な去しさ

平的な突しさ、独愈上ド上、表現)J、全白川jなバ和などの面7う〉白

採点し優秀慣をど表彰する。

o曜イヒ推進ポスター審査 11月108 市投所

市内の小中学長をを表に持壊したポスター8自QJ'(を謡ゴをする。
む園芸教室 11月 16日 博物館講堂

柏木・ 1('木の手入れや管還などを適切に出品・間，-{してくれ

る。先着70人なりで早めに申し込みをa 申し込みは I1伺イ 巳

敦子主聞く」を委引用に。

ぐJ新築家庭緯イヒ苗木配布 11 !'l21日 23沼産業まつり会場

都市イヒのすすむ市内の自然を守り、 f剖辺白川イヒを子るため、

一般住闘の新換を祝儲して、記念苗木を配布する。今[口j白対象

者は約1.000昨ニ C対三桑名には歯矢口してある〉で、 1m位のさん

もくせいを記念街ょとして配布する。

く〉植木市 。 11 月21 日 ~23日産業法つ担金場内

理業まつの協賛行事として産業まつり期間中に、 Ei!X灯台体育

館前広場で行う。

む轄の相諒窓 口月21目、 23日産業まつ官会場内

1"白木や花木の手入れ、主主騎のせん定等f1εろx，fl!'i]を持ってお

られる方に脊門家がお答えする。

問い合わせ先市公臨耕地課 電話22・1700内操425
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づ
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>9く

と語ろう l川

.10月22日(金〉須賀公民館
対話時間は午桂7時から S時まで

・11月513(金〕祭主事公民館
対話時聞は午後8時30分から 8時30分

。11月11滋〈木〉松原公民館
対話時間は午後8時30分から S時 30分

く>10Jiのお程

対する窓見・要望・苦情等!Ji

あワましたらお気軽にお出かけを



患いAやりのある街 それ吾一緒に考えてみたいのです

とき10月31お〈
1 時30分~4 時鈎分

ところ市民セン3'-

く〉結婚式
←みなさんお立合いのもとにー

く〉わが控~ .平塚
町一みんながポクシティプ些活をー

く〉身簿ヱチケット
ーへんプするとき・されるときー

〉宅問い合わせ

傘 保護課く22'170C内線21の
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発照合体管室宮語調放日 第 2. 童書 fl~翠尽
市E女王¢体力づく白のため、制j--j第 2と第4月曜日午後I持か

ら8時まで見附台体育館を開改している。当日は、自し込みな

ど白手数がなく誰でも忠由に荊!jJl!できる。

種目は、パスケットボーノレ、ノミレ」ボーノレ、パドミントジ、

卓球。月3貝はできるだけ各自持書していただきたいa

写生会 10Jl24臼〔日〕

午 前10時30分~午捜2時

仁南天の場合10月31ED
会場湘南平頂上広場

狂犬病予防注射臼務事実

日時 9 持半----11持半 J3時~14時半
10月 18日海宝寺仁三F田J) OfJらiilU公l頚
10月19日花水会館 柁京会館

10!l20日神田公民館 夜中原公民館

10月218 金臼公民館 土毘公民館

10月日間崎公民館 諮訪町f会館

10月28日平塚保健所 平塚眼健所

e資格 悶々128勾 4月 2訂以降生

まれた[ぜ既な男子で学校教育法

による高等学和1ソ土を卒業した

7古

・受付け 10月 15 日 ~10月 23 日

・採用訟験臼 10月2913(金〉

'申し込み用紙と問い合わせ先

消防本部庶務課庶務持、

電話22・17C内綿388

不用犬の

作品募集幼児の部から

一般の務まで
締め切む 11月君民までは市観光

仁市役所商二E
課〉

合加盟!r.!iへ

五主寵平壌市観光鵠檎
策問い合わせは体背霊童へ (31)3060 



!I 11 11111 111 IIlIIJllIH文学HlIII!IIIIIIIIHI!lHl

IJ昔話に書けなかった自伝新田次E早
朝むはん白書。 田辺聖子

事れ方の森にて 高井有一

北様車建 二 早 乙女 貢
犬神家¢一族 横梢IE史

関口開口 1 弱高鍵

失われた背長 関持尼

米 Y大平原特急 悪村耕一

万くの朝光白なかで 辻邦生

ぽ〈だけ白パ旦 なだいなだ

萩長長期太郎 1 伊藤信吉

崩かなかった手紙 小泉タエ

松 本 情 強 そ の人生と文学田村蛍

潔命のこちら伺j 木下11国二

文学における践と実 大間昇平

鳥のように獣のように 中上健次

111111111111111ノンフィクション1llllltllllIJI

地獄と人間 西郷信網他

お代日本の公企業 方日曜箆

京のちゃあと 吉田光邦

ショ」ジ君白青春記東海林さだお

役者の子は役者 路上松禄

教を現代に出]う 1 毎日新号車社編

ジド安時代の生きがい 塩田丸男

知方文化論への試み 崩議

ゼロ災害への道 佐藤際

ノミックパッキ/;" 現政原叶屯

日本白限i栴を考える ノj、山内主J編

円本の映酒 佐藤)ciJ9j

5野生むH象 ハミル;../去害

ああ銀幕の美空 朝日新劉主上

11曜 iゴ白物理F学 橋本「拍

子ミ気留の見方 J"!I 大塚龍環

日的悼行政と住民

向治体I!~濁研究所踊
前山間桂三味組 山 田 尚 踊

「取破りJ の足i惚 5j1j同点徳

抗潟台の必 JliYC史郎制服(~

llilll!llIllIlIllllll家庭・生活 1川 ItltlllllllllllH

統中年からの民師 lム出前と

30f~からのゴルフ主主謀悦 平署秀雄

~人っ子 I;MI同C二郎

絵説さコケづくり 井上揖

ifレイタロン東京 横浜。 )1山崎

石川テルオ

まっ:すぐ編むセーター 雄鶏位

先発淑への招待(1)
←椙槙)11流域の縄文時代ー

岡崎上/入遺跡の発担調査歯科を

中心として、相模JI1流域の縄文時代

¢生活を展示する。

また、乙の催しに弱速して次の行

事iJI行われる。

女講演会
官 11月21臼(白〉午慢 1時から講堂

で関〈。入場は自由

・講師 描口清之先生 (1苦学院大学

教授J

宮テーマ '"Ulft!-}に食をと求めてj 縄文

人の生活

古 12月 5臼(臼〉午後1時から講堂

で開〈。入会官由

ー講師 日野一郎先生(~，I目l高校校

長〉

体テ」マ 「相槙Jけ流域の発掘調査

自現状と課見!lJ

女二七器作り教室
'11月13日 C土コ、 14日仁日〉斜学

教室

・申し込み10月初日までに往復はが

きで博物館へ。 30人を越えた場合

は抽選する。参加簡は500円

ヲ者スライド娯写会
'11月 7日〈臼〉、 11月27日仁土〉

午後2時 30分から議蛍で、入場は

自由。

安和紙を作ろう
一課目i慨についての講義と翼技ー

・10月278(;o!;:コ、 28日仁金〉斜学教室

-申し込み 梧望者はl0n20日までに、往復

はがきで博物館へ。害加費400円

女自然に殺しむ会
f1!，j~玲周辺で砂くの草1t:;やローム層、ムクトツ
の大;群を観察する。

・ 11月 7 日 (1ヨコ午f灸 2 時~6 時

ー申し込み希望者は自了復はがきで博物棺

へ。 ζうも醤30人コ

女援を見る会
宵の明塁 f金星〉吾観察しようー

・ 11月 27 日 ω二〉午後 5 持~7時

騒天、雨天のときは、翌臼行う。その翠日

も景天、雨天のときは中止する。なお、小

学生以下は父兄伴のこと。

・申し込み 手話京高ゆまllJi15臼までに往復は

がきで博物館へ。 仁30人を越えた場合は抽

選する。〉

@博物鱈干254 平理市謹鶴町12-41
霊童話く33)5111 

ヲ封建高E覇会 1自時と14時

11月14臼(臼〉

「白L、!&:と入荷J カラー 45分
クストー浦洋シジーズ フランス棋濁

宵ステレオコンサート 14時
会10月23臼(土) (ζ ども〉

「名曲のお散揖(レコードとスライ

ド股写〉 エ')ぜむために、 トロイメ

ライ、チゴイネノレヲイぜン他

会11月 68(土〉 ζクラシックコ

音楽の流れ21 マーラー「交響曲第 5
番」指揮パージスタイ/.ニコーヨーク

フィノレハーモニ}オ}ケストラ

ロ11月208(土〉 仁ポピュラー〉

「スピ F・オブ，サタンド/ポ〕ノレ a

マッカ}トニ-&クインク・ス」

山川11111"!J16ミ1)，決E賓の映写を IIIHIIIIII!IIIIII

16ミリ隈写機技栴講習会

図書館視聴覚ライブラ')ーでは次の要領で

16ミ')映写機技術講習会を関心〕人でもさ多

くの万々に16ミ')眠写横田昌作を覚えていた

だき、 16ミ')股密を利用していただくために

行うもの。

マ日時 11月四日仁木)~19日 C金コ
9 時~16時30分。商日共コ

マ場移f 詔書館ホ}ノレ

ヤ費用テキスト代 4∞内

マ対象市内在住在勤在学の方

V葬築へ員 40名
マ申込み月 10日20日〈木)1J>'O、図書館主見

ログラム

10月24臼 CBラ
9 : 30 謡 曲福祉会館

10月318(臼〉

11 : 00 )11 倒 d 、茜公民館

11月 3臼(7)<;)

10 : 00 Qt 句者少年金銭

10: 00 茶 認可円寺

13 :∞短 歌青少年会館

13: 00 洋 輝市民セン点-

15: 30 古 L~~~ タ

11月 6白 (ニと〉

14: 00 、 持 nJI:(-;z/，去一
P今、演1)持

11月 7臼 (8)
10: 00 $s 誕 rs民セソ丘一

13: 0日子供高梨 タ

15: 00合唱タ

18: 00 再年耗 タ

れ1

〔華遵)ωOメ月13凱l日仁[日3)~l1 J月ヨ
3日 C水〉侠i貯 6階鋭4約Y乃揚勢

〔襲術 a 写真・謡選・愛蔵議・民

主宰・聞書甑島人形i草花 鑓景・

鉄道構裂.，.1lf11日仁丹)-

11月 3尽くAめ見附台体育館

癒覚ライブラ')-へ(電話でも可〉

女16ミ1)狭箇を借りよう
視聴覚ライブラ.Uーでは県立図書館よD借

用の16ミ』映画アイノレムを当館のものと同己

ように殺し出しているのでと利用を。

@休食官自

・毎週月曜日毎月月末日 祝日・ 11月 3日

・特別渡浬劃官 10月 5 日 ~18ra

。図書簡電話 (31) 0 4 1 5 
。今月は『上手な利用のしかたJは休みます

党なかがわふ苔さとまっザ
一一柔道愛野者交叡由つどl'-一一

'10月16日午前日時~午後8時までe

• 10月17臼午前10時~午後5時までe

.入場自由

時一一鷲揺グループ交献金一一一

• 10月17日 午前1加寺~午後4時までe

e 入場自由

一一割道愛好者交散のつどい

・10月19、21日、 23臼 午前10時~午後器

時 30分
-ス場自由

合楽しいダンス教室主

-_ータンス ABC入門~一一

• 10月 27 日 ~12月 1 日毎週木哩訂守主全日時30

分から 8時30分まで。

・勤労青少年30人を対象

女手話入門教室
一一←手話!こ親しみ学iまう一一一

'11月 11 日 ~12月 16 日銭趨;木曜日午後 5 時30
分から B時30介。

・講師石井強民、疋EIl謙三民

.勤労青y年20人主対室長

主主選月曜日と11月 4BC木〉

青少年金鰭亡32)7029 

ヰi告



<>予紡接種iζ必要なもの
(j)母子箆康手帳〈転入した人は!日住

所で使っていた母子健康手帳〉

@問診票 (ζ白票は必ず家で記入し

て体温を測定してきでください〉

<>予防接種を受げられない人
@予防接種を受けて 1週間たってい

ない人。Q;はしか、BCG、種主室、ノj、

児マヒ生ヲタは、それぞれ 1か月の

潟隔をおかないと受けられません。

@モ自他、有需患者、けいれん位体

質、心臓血管系、腎臓または肝臓に疾

患が晶D医師にとめられている人a

く三手動毘合予紡接種〉

霊童対象. [第 1期J-3@J受ける@

2歳 (24かjヲコから4融 (48か
月コまで白幼児。(接種間続は2
回 3@]とも 3i車聞から 8週間〉

E第 2期】 1巨]受けるa

第 1期の 3侶包カヨ終ってから12か
月から18月までむ期間

緩時間・ 12時30分 -15時までa ただ

し封印の金援はJt，時~15時

[JO月3
19日誌:蕎公民館加公民館

夜中央農協土沢支所

20日 大野公民館横内団地集会場

同豊田公民館

218 措置公æ~貧富 )0(仕様公民館

国金田公民館

[J J月}

16日 ま苦公民館旭公民館

》夜中央農協土沢支所

17日大 野 公 民 館 横 内 団 地 集 会場

出豊田公民館

18日

民センター自主

10月21日岡崎公民館

.{.-' 28臼吉沢公民館

11月 4日金田公民館

ク 11臼 土圏公民館

ク 12日市役所B会議窓

夕刊臼豊田公民館

タ 25白金宮公民館

12月 2日城島公民館

12月 9日 横内E型地策会場

12月 10臼市役所B会議~~
12月16日 岡崎公民館

?' 238 吉沢公民館

1月 6日金田公民館

タ 138 乙七麗公民館

保健南生課では、京Lガジの検診さそ

行っています。早期発見のためにど

うぞお受け〈ださい.先着30名まな

麹時間・ 13時30分~141時30分

軍調白程

11月 18沼
タ 25臼

12月 28

"" 9日

ハイオ 1)ンとピアノのソナタ渓聖書 とき 11月148( 

ヰ 1

と き 11月 28 (火〉午後6時間満

ところ 市民セ γターホーノレ

出演バイオリ γE良部重量子

ピアノ 安，L[加寿子

鹿沼モーYアノレト パイオDンYナタト長謁瓦301
・ベート」ペンスプlJングジナ主へ長講洋品24
・その地 2曲

ところ 市民セソターホーノレ

公演欝1自今一前10時
揮 2回午後1時 30分

出演 滋花家E更迭・鹿島秀月・木村友衛

主主月一郎・ 3疋中車干雲月

た方自ために、分娩・

不安をなくし、明るV
ように母親教室を聞きます。

日程 11月 1目、 8目、 15呂、 22臼
場所市役所B畠議君主

持書ナるもの 母子健康手帳、筆記

用具

時間 13時 30分~16時まで

申込み電話かハガキで

鵠間町9-1 市保健輔生諜

電話亡22コ170C内緯259

一~ーへ係健所だよも)~-

母子健康手相をもってお出かけ〈

ださい。

重壇場所・平車保健所

草署時間・ 13時~14日時まで

日程と対象児

[3か月見{媛診3
11月 5臼 51年 7}弓 1 臼 ~10臼生
11月128 51年 7 月 11 臼 ~20日生

11月198 51年 7 月218~31日生

[3歳児健診3
11月 4日 48年百月 1 臼 ~10日生

11月18B 48年 9 月 11 日 ~20El!主

11月25日 48年 9Ji21 臼 ~30 臼主主
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私たちの注む土地ば

いつむろ、どのように

してできたのでしょ

うか。自然に触れなが

らモの生いたちを考え

てみましょう。

は約13万缶前、広ぐおおわてh

た海にたい壇したものであるζ と

が、その上に載る軽石摺から矢口る

ととができます。高視の平ら1J:j由

形は、との吉沢潤がほとんで水平

に重量なっているため時っているも

ので、上に載る略行麗ナ見るとJ

初めは水中にたい積υていたもの

が次第に水罰が渇くなって、やが

ては陸とに積もった様子がわか野

ます。との軽お層は結線火山の噴

火によって飛来したものです。

次に万田c':台地を見てみまし Jと
う。万回パス体部の大きなガケ

に地愚か露出していますa そとぜ

は、大ノ'J，様々の較石を含んだ均濁

が厚さ 9mにもi嘉しています。と

れは約5万年前に稿棋の中虫火口

丘から噴出した輯石や火山氏など

ir~、ガスやガくと:共に火口から流す

Lたものち、軽石流たい積物と昭

ばれます。方自から精根火山まを

湘帯平の北側には万問、高根の台地が広がる

の地 層

古久

石流は、酒匂)11を横切D、業聖子主主

j唱を通って、金沼111沿いにはるぽ

る昔話れできたものでしょうe

お尋ねは博物館仁33-5111)へ

市内が}却できる対日南平にほ、

だれでも一度は主主ったことがある

でしょう。庁誌の思いの場となっ

ている濁吊平を「よる地層は、とこ

から高謄Ll!にかけての屋根を伴っ

ています。 ζ の地層は約2500万年

も前、 ζ の付近が広〈海におおわ

れていた頃、海底火Lれから噴出し

た火山氏などがたい積しでできた

もので、凝E正Cぎよ 31;¥1;ヘ3岩と呼

?まれます。モして、その後の地銀

変動によって山となDました。

湘南平のゴヒには高恨の台地があ

bます。との台地の平担な地形は

どうしてできたのでしょうc それ

はllj下から高根に王まる3街路沿いの

7Jケで!<ms乙とができます。そζ

では一番?に硬い泥岩窟が露出し

ています。と白地曹は初期平を鼎

る地層よDはずっと新ししこ:泣

かち大;磯にかけて発達する地趨〈

工二宮藤〉む続きと思われます。 ζ

の地閣が海にたい積した当時に

は、海南平は島となって海上に姿

ょう。
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① 小 雨決行 a 雨天の場合は21認に総延

②清掃するところ

e自宅付近の道路

e広場、公関等こどもの遊び場

その他公共の場

ばれる軟らかい砂や小石の層が告

知ほど還なっています@この地賓
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